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１ 単元名 「２つの量の変わり方を調べよう」 

２ 単元設定の理由 

 本学級の子ども達は、学習に落ち着いて前向きに取り組むことができる。算

数の学習が好きな子どもが多く、「数量の関係を表や式に表すこと」や「計算の

仕方を説明すること」、「ノートに自分の考えや友だちの考えをまとめること」

に楽しさを感じていると言える。本単元でも、表やグラフを手がかりにしなが

ら、自分の考えをまとめたり、友だちの考えを聞いたりしてノートにまとめな

がら考える姿が見られるだろう。しかし、「考え方を論理的に説明できない」、「倍

数について十分理解できていない」「計算に時間がかかる」など、これまでの学

習がしっかりと身に付いておらず、理解が定着にまで深まらない子どもが多い。 

 こうした実態から、算数的な活動を取り入れたり、ノートにまとめたりノー

トを振り返ったりする場を保障しながら理解を図ることや、授業や家庭学習に

おいて、理解したことを定着させるための活動を仕組むことが大切であると考

える。そうして、全員が基礎的なことを理解でき、学んだことを自ら次の学習

に生かして意欲的に取り組む事のできる子どもの姿をめざしたい。 

 伴って変わる２つの数量の関係については、４年では、和・差が一定、商が

一定などの伴って変わる２つの数量の変わり方を表やグラフにして関係を調べ、

５年では、それらの数量関係を特に変化の割合に着目して調べることを経験し

ている。また、２つの数量を文字を使った式に表すことについても、４年、５

年では□、△を使った式で、６年ではｘや y を使った式で表すことを学習して

いる。 

 本単元では、これらの学習を基に、比例と反比例の関係について２つの数量

の関係を表やグラフ、ｘやｙを使った式に表すことを通して、その関係の理解

を深める。比例や反比例の関係を関数的にとらえ、問題の解決に利用していく

ことで、関数的に考えることのよさを体感させ、２つの数量の関係をさらに深

く考察できるようになると考える。  

このように、表やグラフから多様なことを読み取ることができる単元では、

まず、「教えるべきこと」と、じっくり「考えさせるべきこと」は何かを教師が

整理して学習を進めることが必要となるだろう。そうすることで、児童がどこ

に目をつけて表やグラフを見るとよいのかが分かってくると考える。そこで、

「教えて考えさせる授業」の流れを基本として、指導に当たっては、以下の点

に留意して取り組みたい。 

○子どもたちが、学ぶことの概略や疑問点を明らかにして授業に臨む姿勢を作

れるよう、「予習」として教科書を読ませる。また、次時の復習やノートの振

り返りをすることで、前時と本時の違いを意識し、本時のめあてに焦点化で 

確かな学力を育てる指導の工夫 

～「教えて考えさせる授業」の算数科での実践を通して～ 
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きるようにする。…視点① 

○本単元で身につけさせたい基本的な学び方を、次の３つと考え「教える」よ

うにする。 

①２つの量の関係を、比例・反比例の観点で見ること 

②比例や反比例の表から式を作ること 

③作られた式を使ってｘやｙを求めること 

毎時間の授業では、教える内容を焦点化し、教材・教具の工夫や対話などを大

切にしながら、説明するとともに、大切な言葉や考え方の手順も視覚化し、次

の活動に生かせるようにする。…視点② 

○問題ができたら、学習のめあての所に花丸や丸、三角などを書いて自己評価

させる。また、子どもが自己評価しやすいよう規準を明確にする。…視点③ 

○一人学びから、より深い理解につながるように、子どもの実態にあった発展

的・活用的な問題をさせ、グループで自分の考えを伝え合わせる。自分が気

づかなかった考えや、説明の仕方にも気づけるようにする。…視点④ 

○授業の終わりには、振り返りを書かせることで、授業で大切だったことを効

果的に振り返らせたり、次時につなげたりできるようにする。また、振り返

りを自己採点したり、教師が採点したりすることで、授業の中で大切なとこ

ろを確実に押さえ、より適格な振り返りを書こうという意欲を高めるように

したい。…視点⑤ 

３ 目標 

 ○比例や反比例の意味を理解する。 

 ○式やグラフを用いて、比例や反比例の特徴を理解する。 

 ○比例関係に着目すると能率よく処理できる事象の多いことを知り、その考

えを活用して問題解決ができる。 

４ 学習計画（全１１時間） 
小単元 時 学習活動 おもな評価規準 

 １ ○身の回りで、伴って変わる２

量の変わり方を調べる。 

・身の回りから、伴って変わる２つ

の数量の関係になっているものを

探そうとしている。【関】 

・一方の量が変わるにつれて、他方

の量がどのように変わるかを考え

ている。【考】 

第１次 

（１） 

比例 

２ ○表から、伴って変わる２量の

関係を調べる。 

○比例の意味を知る。 

・時間が２倍、３倍、…になると、

水の深さも２倍、３倍…になると

いう関係をとらえている。【考】 

・比例の意味を理解している。【知】 

第２次 

 

比例の式

とグラフ 

３ ○比例の関係を式に表す。 

（本時） 

・伴って変わる２つの数量が比例す

るとき、２つの数量の商がいつも

きまった値になるととらえてい

る。【考】 

・表を考察して、２つの数量の関係

を簡単な式に表すことができる。

【技】 



４ ○比例の関係をグラフに表す。 ・対応する２つの数量の点をグラフ

に表したとき、その点の集合を直

線としてとらえている。【考】 

５ ○比例の関係を表すグラフを

読む。 

・比例する２つの数量の関係を、グ

ラフから読み取る方法を理解して

いる。【考】 

第３次 

（１） 

反比例 

６ ○表から、伴って変わる２量の

関係を調べる。 

○反比例の意味を知る。 

・横の長さが２倍、３倍…になると、

縦の長さは
2

1
、

3

1
…になるという

関係をとらえている。【考】 

・反比例の意味を理解している。【知】 

第４次 

（２） 

反比例の

式とグラ

フ 

７ ○反比例の関係を式に表す。 ・伴って変わる２つの数量が反比例

するとき、２つの数量の積がいつ

もきまった値になるととらえてい

る。【考】 

・表を考察して、２つの数量の関係

を簡単な式に表すことができる。

【技】 

８ ○反比例の関係をグラフに表

す。 

・対応する２つの数量の点をグラフ

に表したとき、その点の集合の特

徴をとらえている。【考】 

学習の 

まとめ 

９ ○「たしカメぽいんと」に取り組み、学習内容についての理解を確か

なものにする。 

「いち・

に・算活」 

10 ○比例の考え方を使って能率

的な測定をする。 

・比例の考え方を使って、能率的な

数量の測定をくふうしている。

【考】 

11 ○身の回りにある比例や反比

例を探す。 

・身の回りにある２つの数量の関係

を、比例や反比例の考え方でとら

えようとしている。【関】 

 

５ 本時案（第２次 １／３） 

（１） 本時のねらい 

  ｙがｘに比例するとき、ｙ÷ｘの商がいつも決まった値になることを理解

でき、ｙとｘの関係を簡単な式に表すことができる。 

（２） 準備物 

  [教] 教科書の問題の表 

  [児] ヒントカード 

  学習活動・内容 指導上の留意点（○教師の支援■評価） 

教
え
る 

予習 
（家庭） 

P２１□1 の表をノートに

うつし、比例しているか、

していないか考え、また、

表を縦に見て気づくこと

を書いてくる。 

○具体的に指示しておく。 



説明 

10分 

１ 予習で考えてきた□1 の

問題を解く。 

 

 

 

・ｙがｘに比例するとき 

ｙ÷ｘ＝決まった数 

 ｙ＝決まった数×ｘ 

・ｙ＝決まった数×ｘで表

せると、比例していると

言える 

○前時のノートを振り返り、表に書き込

みをしながら考えることで、比例の意

味をもう一度確認できるようにする。 

 

 

 

○式ができれば、ｘに分数や小数を入れ

ると、すぐにｙが求められることを教

えることで、式を作ることのよさを感

じることができるようにする。 

考
え
さ
せ
る 

理解 

確認 

10分 

２ △1 の問題を解く。 ○表に矢印などを書き加えることで、□1

の問題と同じ方法で考えればよいこと

に気づかせる。 

○表で比例になることを確認しｘとｙを

もう一度おさえることで、決まった数

＝ｙ÷ｘに気づくことができるように

する。 

■ｙがｘに比例するとき、ｙ÷ｘの商が

いつも決まった値になることを理解

し、関係を簡単な式に表すことができ

る。（ノート） 

理解 

深化 

20分 

３ △2 の問題を解く。 

・一人学び 

・グループ学習 

○自分の考えを友だちに説明するとき

に、説明やポイントで教えた時に使っ

た言葉を使うと、よりわかりやすく伝

えることができることをおさえてお

く。 

○文章だけでは、難しい子どものために

表を書いたヒントカードを出すこと

で、これまでの考え方でできることに

気づかせる。 

■文章からｘとｙの関係を考え、式に表

し比例の関係に気づくことができる。

（ノート・発言） 

自己 

評価 

5分 

４ 振り返りを書く。 

・本時で大切だったところ 

  

○本時の学習の大切なところをおさえる

ことができるように、書いてほしいポ

イントがいくつあるかを伝え、板書や

ノートを手がかりにしながら書くこと

を伝える。時間があれば、数人の振り

返りを紹介する。 

 

６ 板書計画 

  別紙板書型指導案にて 

 

 

ｙがｘに比例するときの、関係式が表せるようになろう 
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７ 協議会での意見や提案 

授業の視点 

視点①・・・全員がねらいを達成するための「説明」および「確かめ」段階で

の指導内容・方法は適切であったか。 

視点②・・・学習内容をもとに考える深化問題「チャレンジ」の設定は適切で

あったか。 

授業の視点を中心に話し合った。 

○本時以前の学習や予習で、「比例の意味」がしっかりと押さえることができて 

いたか。比例の意味を子どもたちが十分理解していなかったために、比例と 

関係式とが結びつきにくかったのではないか。 

○導入で、関係式を作る有用性を感じることができ、それが本時のめあてにつ

ながるとよかった。 

○チャレンジ問題の際に、レベルに応じたヒントカードがあったのはよかった。

しかし、ヒントカードを取ってほしい子が本当に使うことができていたか。

初めから全員に配っておき、必要に応じて活用できるとよかった。 

○チャレンジ問題の量が多すぎたのではないか。本時で扱う比例する問題だけ

を取り上げて、それ以外は次時にまわしてもよかったのではないか。 

○子どもたちにとって身近な問題で活用力を高めるチャレンジ問題を仕組める

とよい。 

○子どもたちが前に出て説明をする際に、テレビに写すものは、ノートに書い

た文でなく図や表で、それを使って説明できるとよい。 

○「説明」段階で、大半の子どもたちが理解できていない場合には、説明し直

したりもう一度例題で練習したり、指導案と違っても軌道修正することが大

切である。子ども一人ひとりの状況をよく見ながら授業を進めることが必要

である。 

 

８ 考察 

  前時や予習では、子ども一人ひとりがそれぞれ一生懸命に比例についてき

まりを見つけたり、自分なりの関係式を考えたりしてきたものを、本時でう

まくまとめ全体で共有させることができなかった。本校の研修主題である「教

えて考えさせる授業」を意識しすぎ、授業後半での理解深化問題に時間をか

けたいという思いから、「説明」段階が限定的になり、教師の説明と子どもた

ち自身が考えてきたものを、子どもたちの中で結びつかせることができなか

った。 

  また、チャレンジ問題は、校内で協議を重ね選んだ問題であったが、問題

の量やねらいを達成するための問題として、適切とは言い難かった。活用力

を高めるための問題として、子どもたちに負荷をかけつつ授業のねらいにあ

った問題を設定することの難しさを感じた。子どもの実力、本時の様子、子

どもたちに身近な事柄を問題として取り上げることができるとよい。 

  また、子どもたちの反応や問題を解く様子をよく見て机間指導をしたり、

授業の流れを修正したりしていくだけの技量を身につけていく必要があると

改めて感じた。 

 



９ 学校全体での取り組み 

 本校は、思考力のべースとなる基礎的な知識・技能、学び方なども含めた「確

かな学力を育てる指導」の在り方について研究を進めている。今年度は、『教

えて考えさせる授業』を副主題とし、どの子にも「解決できそうだ」「解決した

い」という意欲や、習得した基本的な知識やスキルを使って考えたり、表現し

たりする力をつけさせたいと考えている。「教えて考えさせる授業」では、教

師が授業の中で考える手がかりになるような基本的なことや学び方のスキルを

教え、その上で、考えがいのある問題を言語活動を通して解決するという学習

過程をとっている。本校でも、考えるための手立てとなる予習や教師の説明を

学びの過程に取り入れることで、全員の理解を確認することを大切にしている。

また、こうすることで、今まで、半数以上の子どもたちにとって、自力解決が

難しかった問題に対して、全員で話し合うことがより効果的になるのではない

かと考えている。ただ、実践を重ねる中で、次のような問題がおこってきた。 

① 何を教えればよいのか、どう教えればよいのか 

② 目標を達成するために適切な理解深化問題であったか 

まず、①については、「教える」を単に知識的なものでなく、見方・考え方

まで含めたものととらえると、各時間で教えるべきことが指導者によって違っ

たり、多くのことを説明しすぎたりしてしまうという課題がみえてきた。また、

一方的な説明になってしまうと、子どもの意欲や理解が伴わないものになって

しまうということも実感している。単元全体を通して、何を教えるのか担任が

見通しをもっておくことや、教員全体で、教えるべき定義や定理について確認

するなどの作業が必要である。更に、予習を生かし、子どもの実態にあった説

明の仕方について具体的に検証していくことも大切である。 

次に、②については、子どもの実態を考えながら、内容を選ぶことはもちろ

んであるが、関わり合って学ぶスタイルや表現方法のあり方を教員で確認する

ことが大切であろう。 

今後とも、子どもが主体的に学ぶ力をつけられるよう研究を続けたい。 

 

 


